
○７月２５日（土）　西川アイプラザ

No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

・若者向けサロン ・地域での交流を深める

・防災の面からも広い公園が必要 ・公共の場の積極的利用

・場所の確保 ・その利用

・総合運動公園のような場所を増やす ・意見を言う場所があれば常に行動

・その場所に行けば”誰かがゆっくり話を聞
いてくれる”とか”色んな人と話ができる”と
いう場所をつくる。（あと、子供が安全に遊
べる広場も）

・本当に使える語学教育 ・興味を持つ、世界を知る

・岡山人と外国人が交流する場 ・外国人と友達になる

・外国人が来たい、と思う場所作り ・日頃からの言語教育

・人財共育 ・お互いを認め合う

・他を理解すること ・自分で自主的に意識をしてみる

・挨拶を積極的に、市民活動への参加と参
加呼びかけ

・良いところ発見

・夢を持った人を増やす ・夢を自分なりに思い描いてみる

・失敗しても戻ってこれる社会
・課外授業の受け入れと、可能であれば教
育現場へ参加すること

・希望
・人と出会い、出会った人の話を他の人に
話す

・挑戦する機会を作る

・市が支援する
・勉強会みたいなものを開き、誰でも来れ
るような場を作る

・ビジネススクール、朝会などができる器の
提供など

・ボランタリープロフェッサー（ボランティア
講師など）

・学習センターなどの活用、設置 ・公民館の利用

・もっと決め細やかな場所 ・生涯学習のすそ野を広げる

・先生と生徒による双方向の対話 ・身近な先生に話しかける

・教科書を使わない授業の実施と、教員の
採用の幅を広くする

・地域での教育、ＥＳＤ的な

・考え、学ぶ機会や場をつくる ・親子の会話

・自分のこと、自分の街のことをよく知ること
と、相手のことをよく知って受け入れる心を
持つ

・子供の発言力と大人のアドリブ力

テーマ③：人を育む岡山

（子育て、教育、生涯学習、人権、参加・協働、国際理解、ＥＳＤ　など）

2

2

5
学生以外にも勉強できる機会
をつくる

6
教育のマニュアルをなくす
（マニュアルに頼らない教育）

4 夢が描ける社会

6

6

3

3

1
幅広い年代の人が気軽に立
ち寄れる場所作り

2
外国人を岡山に受け入れる
国際教育

3
オープンマインド＋スペシャ
ルスマイル
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No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

・教える側の主婦に何らかの支援を ・積極的に行動を起こす

・家庭レベルで参加できる学習イベントの
企画

・親子の対話（仕事はほどほどに）

・３世代同居優遇施策（固定資産税、相続
税優遇）

・子供と一緒に体験イベントに参加

・やはり家庭においてコミュニケーションを
とること

・親になったときに子供に勉強するように言
う

・忙しい親以外の子供の勉強を見れる余
裕のある人（家庭内に）

・親が”勉強は学校だけに任せれば大丈
夫”と思い込まない。自分で見てあげるよう
にする

・教育制度の改正 ・新しい教育政策の企画

・教育の成果を表彰してくれる場所を増や
す

・知識、技術、ネットワーク等をシェア

・スポーツ選挙や作家などと話ができる授
業、講演を増やす

・様々な意見を表に出すこと

・可能性の想像

・あいさつをする ・色んな場で勉強するチャンス

・環境づくり ・仲良くなって情報をご提供する

・住民同士の交流会 ・町内会への積極的参加

・サロンや交流会を開く
・あいさつを積極的にして住みやすい環境
にする

・交流イベントを開く ・移住者への理解を深める

・町内会など近所レベルの付き合いを増や
す

・多様な価値に気付けるチャンスを早めに
つくる（ex. 13才のハローワークの実践）

・近所の子とかにマメに話しかけてあげる
（挨拶とか、学校楽しい？とか）

・うらじゃなど、集団で参加する行事を企画
し、友情とチームワークを育む

・もっと色んなことに意識を向ける

・先生が生徒一人一人に対し、細かい気
遣いをする

・いじめ、暴力はいけないという環境を作る

・他人事に思わないで ・近所の子供たちへの挨拶など声かけ

・困った時やつらい時に気軽に話ができ
る、又は、吐き出せる場所や人

・あいさつ（中学生への声かけ）

10 いじめ、暴力をなくす 0

9
移住者への思いやりの心を
育む

0

7
学校だけに任せず、家庭にも
勉強の場を

1

8 選択肢を増やす社会 1
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○７月２６日（日）　南ふれあいセンター

No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

・公民館を世代を超えて集まれる場にする

・複数のコミュニティをつくるための手助
け、きっかけ作り（親、家族、学校の情報提
供、働きかけ）

2
いじめをしっかり把握してしっ
かりケアする（いじめを防止
することは難しい）

2
・子供がいじめを受けている時に相談でき
る窓口を増やす（子供だけでなく親も教師
も相談できる場所を増やす）

・観光についての勉強会などがあればよ
い、参加してＰＲしたい

・観光、スポーツ、芸能分野への理解を深
める

・押し出したい分野を決め（しぼって）、大
学の学部を創る（スポーツ、芸能、観光ＰＲ
の専門的知識）

・大学に専門の学部、学科を新設

・子供たちに学校生活の大切さ、教師に対
しての尊敬などの心を持つように指導して
いきたい

・先生と親が１×１でふれあうのではなく多
くの先生とふれあえるような時間をもつ

・親自身が人を敬う心をもつ。先生を尊敬
する。

・地域の伝統技術などを目で見て体験

・アピールできるものをしぼり、強い自信を
持つ

・岡山の歴史、魅力を子供たちに伝える

・ホームステイ型のコーポラティブハウス×
子供との交流

・英語の勉強

・ボディランゲージを教育

・夢実現奨学金（中退したら返金、留年し
たら返金などの条件付）

・税金をたくさん納める

・子供たちの教育に対しての補助になるよ
うなことなら税とか上がっても良いと思う

・（税収ＵＰ）→岡山市で就職すると奨学金
を返さなくて良い

・返済不要な奨学金

・子供と高齢者が一緒に学ぶ科目の選択 ・子供に昔の遊びを教える

・おじいちゃん、おばあちゃんによく会わせ
て高齢者と慣れさせる

9
全学年で生活交流をする機
会を作る

0
・全学年で海の学校、山の学校などイベン
トを一緒にする

・教育機関が地域住民との交流を積極的
に働きかける（農業体験、町の歴史授業な
ど）→学校外でのコミュニティの形成ができ
る

・イベントを発案、実施する→（自由に実施
できる市としての相談窓口があるとなお良
い）

・地域の人々に声をかけることから始める、
お年寄り・子供と年齢は関係なく

・地域コミュニティの新設

・声かけをして参加しやすくする ・積極的な参加

・日々の声かけ（あいさつ等）

4 家庭教育の充実・意識改革

5
岡山市民として自信と誇りを
持つ教育

1 子供の複数の居場所を作る

3
専門教育（観光、スポーツ、
芸能など）

2

2

2

9

8
子供と高齢者との交流（シニ
アスクール）

0

10 地域全体のコミュニティ 0

6 国際感覚の日常化 1

7 教育手当を充実させる 1
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○８月８日（土）　西大寺ふれあいセンター

No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

1

地域コミュニティを大切にしよ
う
（世代を越えた交流の場づく
り）

10 ・意思疎通を図る ・リーダーの育成

・歴史（地域）のことを知る、地域史を学ぶ ・地域を歩くＳＮＳ他で発信する

・岡山の良い所、岡山に関する授業を増や
す

・岡山の良い所に興味を持つ→親御さん
からの発信→おのずと子どもに

・町内会の利用、イベントに参加、若者が
率先して働きかける ・持っている知識を教える

・積極的に交流の場へ参加する

・ボランティアや清掃などのイベントを増や
す

4
地域から孤立させない人のつ
ながり

3 ・隣同士、声かけ、あいさつを普通に行う

・若い世代が積極的に動く！
地域（近所）で、週に１回でも２回でも子ど
もと高齢者を含めて、本の読み聞かせなど
の場を作る！（順番に自宅を提供）

・保育園の増設、近所間の交流、子育て支
援の充実

・投稿できるようなＨＰや設備の整備 ・個人が参加した行事の内容を投稿

・ＰＲ方法の見直し ・行事に参加する

・ＴＶや雑誌等のメディアも有効活用

・世代を問わないイベントを考える

・行事の開催 ・考えを理解する

・運営に参加する

・経験者が語る

・聞く側は、他の人へ語り続ける

・夏祭りなど地域行事の際に、場を設け
る！

・若い世代（子育て世代）は積極的に参加
する

・企業の協力

・育児休暇を取りやすくする

・法令を作る

・出生の努力 ・父母、家族の理解と協力

・教育者の意識改革

・本人の意志 ・自己責任

・結婚できない事由は何か？

・場所の提供 ・自分で勉強しろ

・自己改革を極める

2
自分のまち、岡山の「良いと
ころ」を知り、説明できる

8

3
世代間を越えた交流を増や
す

7

7 異文化交流の機会を増やす 0

8
次世代へ繋ぐ生涯学習（例：
戦争の語り部）

0

5 子育ての環境の充実 1

6
ＳＮＳを使って行事やボラン
ティアの楽しみ方を伝える

0

11
結婚して子育てができる環境
作り

0

12
生きがい作りのための生涯
学習

0

9
子育て（育児休暇がとりやす
い）

0

10
教育における平等と競争意
識のバランス

0
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No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

13
世代・性別をこえて「ちがうと
ころ」を分かり合える

0 ・祭りを地域で行う ・行事以外の時間を取る

・地域でのスポーツ大会 ・参加する（積極的）

・授業へ盛り込む

15
「自分の活動で地域がよく
なった」という自信

0
・ボランティア活動への参加→何らかの達
成感

14
スポーツを通じた一体感（礼
儀正しさも）

0
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○８月９日（日）　岡山ふれあいセンター

No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

・地域コミュニティの強化 ・公民館に行く

・子育てをしていく中でうまくいかないこと
や悩みができたときに相談できる窓口の充
実

・地域の中で困っている人がいたら手伝っ
たり自分の経験から出来るアドバイスをす
る

・地域住民で子育てをする
・近所や地域でも協力して、困っている人
がいたら助け合う

・会社でも育休や産休が当たり前にとれる
ようにする

・若い親たちを理解するような話し合う場を
つくる

・いろんな人が集える（外国人も含めて）場
づくり

・ＥＳＤ glocal caféに参加する

・大学、行政、ＮＰＯなどが連携して、おか
やまGlobalFesta!を開催する（機会の提供）

・自分が異なる文化に触れて思ったことや
体験を周りの人に伝える

・海外に行ってみたいという人や他の地域
の方と関わりを持ちたいという方の支援

・興味を感じたら参加する

・我が町に住む外国の方に会える機会を
増やす

・派遣事業などを増やす

・事例を作る、協働の事業で。
・地域の人で子供たちのサポートをしてい
く体制

・夕食を提供する、場所と人材と費用 ・地域として子供を育てることを考える

・家庭内の事情を知ること（必要性有無）
・積極的に協力すること！（作る手伝い、食
材提供など）

・地域ボランティアが協力

・子育て、教育に本気を出す ・教育をする意識を持つ、持たせる

・先生への支援（知識、時間など）
・先生と（学校と）もっと連携していく、学校
に関わること！

・先生が生徒一人一人に対応できる環境
作り（先生1人に対し、生徒20人程度）

・地域で見守る

・学校

・給料が少なくても保障される生活（社会保
障）

・それぞれがモデルとなるために早く帰る

・共働き17時上がり精度 ・帰りやすい雰囲気作り

・社会の理解 ・仕事の引継ぎをしやすい体制

・行政と民間の連携 ・行政が協力

・社会的な理解

・定時までに仕事が完了する生産システム
作り

・企業の理解

・自分の能力を生かした職に就くことが出
来るような支援体制

・お互いの持つ個性や能力が違うということ
を認め合ったうえで尊重し合う

・様々な機会にふれあうきっかけをつくる

6
個々の特性や能力を生かす
ことのできる環境作り

3

1 子育てしやすい環境作り 6

2
多文化にふれる機会をつくっ
て視野を広げる

6

3
夕食の給食サポート（共働
き）

5

4
子供を見捨てない教育（わか
らない子、やんちゃな子）

4

5 共働き17時あがり 3
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No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

・町内会、大学、行政などの連携 ・隣（近所）のおじさんと話してみる

・交流するイベント企画

・ＥＳＤ（世代をつなぐ、協働、学びあう）に
より多くの人に関心を持ってもらい、イベン
ト等に参加して貰う（ex.ＥＳＤカフェ、市民
フォーラム）

・イベント企画を広く知らせる（広報） ・イベントの参加に知人、友人を誘う

・様々な年代の人をターゲットにしたイベン
トをする

・ゴミ拾いな小さなことからきっかけをつくる

・（今続いている）イベントを長く続けていく

・教員免許取得過程の難化 ・市民によるチェック

・セミナーの創設 ・ＰＴＡに参加して、教師と話をする

・先生、大変ですが子供達を見てあげて ・セミナー開催の情報を共有する

・セミナーの参加

・子育てのコミュニティを作る（公共の場とし
て）

・周りの住民を気にかける

・場をつくること
・子育てしている人にこういう場があることを
呼びかける

・知識のある人と連携 ・地域の人も相談される側に

・知って貰うこと ・先輩の方が子育てを応援

・地域との交流

・幼稚園児から教育を施す。素読の導入。
複雑な家庭の子供に救いを。

・それに困っている人の話を聞いてあげる

・地域での子供同士の繋がりを強くする ・いつでも見守っているよ

・先生が実態を把握する ・子ども会、町内会などへの積極的な参加

・生徒、保護者から情報を得る

・放課後に子供が行く（集う）場所を作る ・勉強のサポートに参加する

・勉強ができる場所と教える人材の確保 ・精神的な部分でサポートする

・地域のふれあい ・時間があるとき進んでそういう場所に行く

・他の人に声を掛ける

・地域ボランティア

・学校行事を増やして、共通体験を経験さ
せる

・地域での活動を増やす

・共通の体験ができる場の提供やきっかけ
づくり

・地域内での活動場所を作る

・ボランティア（指導者）を増やす

・積極的にボランティア等に参加し、交流
することで信頼関係の構築に自発的に取り
組む

・男性が育休をとりやすい環境をつくる（昨
今はワークライフバランスのライフを重視す
る人が多いことの周知を！）

・育休とっている男の人を賞賛

・職場の雰囲気改善（上司がまず育休をと
る）

・経験を生かして助言、サポート

・育児に目を向ける
・会社の中で誰かがとることで、他の人もと
れる

7
様々な世代の人と交流する
機会をつくる

3

8 教員の育成 3

1

10 非行・不登校の解消 1

11 地域で勉強サポート 0

9 地域で子育てお悩み相談

12
共通体験を通して信頼関係を
育めるまち

0

13 男性育児休暇向上 0
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No 意見・アイデア
投票結果
（得票数）

実現するために必要なこと 市民として取り組めること

・相談窓口、同じ悩みをもった市民が交流
できる場を設ける

・話を聞いてあげる

・コミュニケーションの時間を増やす ・家族との時間をしっかり取るようにする

・パパ、ママ頑張って ・コミュニケーションに強くなる

・会話を増やす

・周知、特に学生の多いアパートに向けて ・友人を誘ってみる

・イベント、行事の宣伝の強化
・友達など周りの人も積極的に誘ってみん
なで参加する

・より魅力的なイベントの計画 ・情報の発信

・情報を集める

14 家庭のつながり 0

15 イベント等の参加率向上 0
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